
七夕飾りの由来
七夕行事は、織姫・彦星伝説に、日本独自の
「棚機女」伝説が結びついて生まれたものです。
棚機女とは「たなばたつめ」と読み、神にささげ
る布を織り、人々の厄を神に持ち帰ってもらう
巫女をいいます。
七夕を「タナバタ」と読むのは、この棚機女の
伝説に由来しています。

夏の訪れを感じる今日この
頃、七夕飾りと短冊で彩を添
え、夜空を見上げながら

星に祈りを捧げてみてはい
かがでしょうか。

今年はコロナ禍で自宅等
勤務や隔日出勤、外出自粛
など仕事でも私生活でも不自
由を強いられました。そのよ
うな中でも皆さんにとって今
後につながる「ワクワク」した
経験やアイデアなど、何か
あったでしょうか？

そのことを、この短冊に書
いて、七夕飾りにしてみてく
ださい。
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